















　For the great playwrights in history,theater was regarded merely as a box. On the other hand,while in the 
developing stage of theaters,such as pre-Christian Greece,post-Christian ancient Rome and the renaissance 
period in Italy,drama itself declined. This illustrates that theater(architecture) and drama are irrelevant. 
However,I find the meaning of a theater in how it can contribute to the development of drama. 




ギリシア劇や奇蹟劇の作家シェイクスピア , ローぺ・デ・ベーガ , モリエール , コルネー
ユ、ラシーヌら偉大な劇作家たちにとって舞台は必要最低限なものであれば十分であった .
イプセンやチェーホフにしてもそれ以上求めることがなく , ストリンドベルィが好んで彼
の作品を上演した親和劇場も普通の部屋にすぎなかった . 逆にいえば , 紀元前三〇〇年か
ら同一〇〇年までの間のギリシアの劇場 , ならびに紀元後一〇〇年から三〇〇年までのロー
マの劇場 , ルネサンス期のイタリアの劇場 , そして一七〇〇年から一八七五年までの欧米
の劇場は建築学上非常に興味深いものであるが , これらはそのいずれもが演劇芸術の低迷
　　　　　衰退していた時期の所産である .
つまりここで指摘されていることは , 劇場という建築をいかに立派に作ろうと , そこで演じる演劇芸術の成立や
発展には影響を与えず , 役に立っていないということである .  そうであるならば , 劇場という建築の価値はどこ
にあるのだろうか .
■背景　本計画の敷地は渋谷にあるこどもの城である .  2012 年の 9 月に衝撃的なニュースが流れ , こどもの城
は 2014 年度末をもっての閉館が発表され , 併設されている青山劇場・青山円形劇場は 2015 年夏の閉館が決まっ
た .  跡地利用は未定とされている .  私はこどもの城を利用したことがないため , 思い入れはない .  しかし劇場
をなくしてしまうことは非常に残念に感じた .  あの青山の一等地に劇場という芸術発信の器があること , これは
国の誇りであると思っている .  そこで , この場所を敷地とし , もともと興味を持っていた劇場を設計することと
する .
■目的　　　劇場は住宅や学校などと違い ,「なくても良い」建築である .  それでも数多くの劇場が存在してい
る理由は , そこが人生をより豊かにする場所となり得るからではないだろうか .  趣味としてや仕事としてなど理
由は様々だが , 人々は演劇という芸術に触れ感性を磨く .  劇場は社会において単なる趣味のための特殊な建物で
も , 興行というただの商売道具でもない . 敷地はたくさんのひとが行き交う場所にある .  そのため演劇に興味の
ある人のみならず , 学生やオフィスワーカー , ショッピングしに来た人など普段は交じることのない人たちを巻
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図 1: 広 島 県 壬 生 市 の
花 田 植 ま つ り .  早 乙 女
が 合 唱 し な が ら 苗 を 植
え , 奥では青年が太鼓や
鉦 を 叩 く /http://www.
town .k i t ah i ro sh ima .
lg.jp/syougaigakusyu/
bunka_3.jsp
図 2: 埼 玉 県 鶴 ケ 島 市 の
脚折の雨乞い . 古く江戸
























ひとつと言われている . 演劇は今でこそ芸術の類とされるが , その始
まりはおそらく , 宗教的であったり超自然的であったり , 極めて厳粛
で政治的意味合いの強いものだったのではないかと思う . それらを演
じる場も , その発生から今日に至る長い歴史の中で , 社会的影響や演
劇人・建築家などの想像力をもって変化を遂げて来た .  
　日本における現在の演劇につながる所作の始まりは , 農業祈願や雨
乞い , 新穀感謝の行事であったと言われている . これらは基本的に屋
外で行われていたもので , このために特別な建築物を設けることはな
く , また演じる者と観る者を区別するはっきりとした境界は存在しな
かった . 支配階級が生まれると , これを娯楽として見物する動きが発
生し , 桟敷や物見車など次第に演じる者と観る者に境界が出来るよう
になった . また , 庶民の間では日常の中から観る観られるの関係が生
じた .  ものまねが上手いから観てくれ , 歌が上手いから聞いてくれと
いう , 些細なことから始まり演じる場を作ることとなる .  広場に一本の杭を打つ , 木から木へ一枚の布を張る . 
そこに人々が集まり , 何でもない場は演じる場へと転換する .  
　そうすると , 演劇空間は必ずしも劇場空間を必要とするわけではない .  演劇空間を劇場と呼ぶならば , それは
建築ではなく広場や道端 , 原っぱがすばらしい劇場となることが十分にあり得るのだ .  現在の劇場と呼ばれる建
築は , 演じる場と観る場を閉じられた箱の中におさめたものである .  はたしてこれらは演劇空間として , 何でも
ない広場を越える魅力を持ち合わせているのだろうか .  劇作家や演じる者 , 観る者を刺激し , 演劇芸術を発展さ
せてくパワーを秘めているのだろうか .
■日本の劇場　　　劇場には貸し劇場と , 劇団が自身の劇場を持つ専用劇場がある .  日本は大半が貸し劇場であ
る .  そのため , 多目的ホールと呼ばれる , 演目が演劇なのかコンサートなのか講演会なのか定まっていない形式
を取らざるをえない .  その結果 , 機能面でも設備面でも中途半端となる .  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1970 年代日本社会は高度成長期を迎え , 日本各地に公共のホールが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次々と建てられた .  それらの多くは多目的ホールと呼ばれ , 特定の上






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を限定した専用ホールが建設されるようになった .  演劇の劇場の専
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用化は 80 年代後半には始まったと見られている .  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まずひとつの流れとして , 中規模で演劇のための舞台条件を備え ,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運営の方針を明確に打ち出した劇場が生まれた .  代表されるものが ,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銀座セゾン劇場 (87), 新神戸オリエンタル劇場 (88), 文化村シアター
コクーン (89) である .  この傾向はその後も東京芸術劇場中ホール (90) やアートスフィア (92) などへと続く . 
これらの劇場はプロセニアムと呼ばれる額縁型である .  ※ () 内の数字は開館年 :1900 年代
　プロセニアム形式の劇場とは別に , 演劇のための劇場としてもうひとつの新しい流れが生まれた .  これはオー
プン形式と呼ばれ,演劇の特殊性を強く意識したものである.  青山円形劇場(85)とベニサン・ピット(85)という,
円形と方形の 2 つのフリースペースが作られた .  中規模のものでは , 東京グローブ座 (88) と湘南台の市民シア
ター (90) が , ノンプロセニアムの劇場として誕生した .
　このようなオープン形式の演劇空間はそれまでにない名舞台を生み出し , 演劇人の交流の場となり , ベテラン
も新人も新しい演劇へ挑戦する意欲をみせた .  冒頭 , 劇場建築は演劇芸術の発展に役立っていないのではないか
ということに触れたが , この演劇ホールの専用化の流れは演劇芸術の発展に貢献しているといえるのではないだ
ろうか . オールインワンであった多目的ホールは , 歴史を受け継ぐかたちのプロセニアム形式と , 新しい流れを









■表現の多様性に応える　　　演劇はその演出方法や演技の自由度が高く , 決まった形式を持たない .  その演目
によって全く異なる道具を必要とし , 必要とする人数や舞台面積も異なる .  深い奥行きが有効な演出となる場合
もあるし , 演じる者と観る者の距離が近ければ近いほど良いこともあるだろう .  また , ひとつのシーンのみで演
じるものもあれば , くるくるとシーンが変わり素早い舞台転換が魅力となることもある .  これらの要求に対して
ひとつの箱の中で応えることは不可能といってもよい .
　現在のよくある劇場構成では , コンサートホール＋演劇ホールなどのように , 異なる用途の専用ホールを複数
持つものが多くみられる .  これは音楽と演劇という異なるジャンルにまたがって表現の場を提供しているが , 演
劇のための劇場という視点で見れば , 結局のところある一定の演劇に対しては有効だがそのほかに対しては窮屈
な器でしかない .  
　複数のホールを持てるような広く恵まれた敷地に , あれもこれもとよくばることは演劇の特殊性を活かせてい
ない .  複数の演劇のためのホールを持ち , そのどれもにそれぞれ個性があり多様な演出を可能とすることで , 劇
場全体としてより高度な演劇芸術の表現の場として捉えられるのではないだろうか .
■演劇人の育成　　　演劇は演じる者と観る者がいて成り立つ .  観る者がいなければ演劇は育たない .  有名な
劇団や劇作家・演出家であれば , 演劇に詳しくない人でも名前を知っていたり熱狂的なファンも多かったりする
ため , その公演には人が当然のように集まって来る .  しかし一方で , 昼間はそれぞれの会社で働き , 夜に集まっ
て稽古をつけるような小劇団は , 名の知れた劇団とは比べ物にならないほどの数のファンしか持たない .  小劇団
は日本にごまんといる .  劇場という演劇の箱ができる以前は , 生活の身近な場所で演じられる演劇に , 道行く人
が足を止めて興味を持つことも多かっただろう .  そうした人の好奇心が , 無意識に地域で演劇芸術を育てること
に繋がっていたと思う .  
　現代の演じる場である劇場は閉ざされた箱の中にある .  この箱の中にあるということは , 広場で演じるよりも
高度で多様な演出を可能とする .  だが , 劇場の中で起きていることは外部からはわからない .  劇場で行われる
公演はポスターが貼られる .  しかしポスターを見ても , いまいちその演劇の魅力が伝わってこないと思う .  紙
切れだけでは通りすがりの人がその劇団や演劇に興味を持つことは難しい .  小劇団にアピールするチャンスを
与えなければならない .
　国内の劇場を見比べると , 複数の舞台を持つ劇場であっても , その活動は建築によって閉ざされていることが
わかる .  図 5,6 に例を出すように , 敷地に入って建物に入り , その中にレストランやカフェ , ギャラリーなどが
併設され , それぞれ目的の舞台へと進んでいく .  エントランス前に広場がある劇場も見られるが , 機能がすべて
建築内に納められているために広場はただの広場であり , 劇場の機能を拡張するものではない .  劇場に訪れた
人々で賑わう建築ではあっても , その賑わいは建築内で収束する .
　どんなに良い演劇をしようとも観てもらうことができなければ , 才能は埋もれていく .  次世代の演劇人が育た
ない社会では日本における演劇芸術は衰退してしまう .  小劇団や地域劇団こそ演劇芸術の発展にはかかせない
存在である .  完成された演劇を受け継ぐことも大事であるが , 発展途上にある演劇を育てること , 新しい演劇人
を育てることが , 演劇芸術の発展へ繋がると考える .
図 5
屋内空間 ホール 敷地 来場者のメイン動線
図 5: 左 ) 新国立劇場 / 東
京都渋谷区本町 1-1-1/ オ
ペラ劇場 , 中劇場 , 小劇場
の 3 つのホールを持つ
右 ) 鎌倉芸術館 / 神奈川県
鎌倉市大船 6-1-2/ 大ホー
ル , 小ホールの 2 つを持つ
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4. 終
■さいごに　　　本設計では , 演劇芸術に対して建築は何ができるのかを考えて来た .  演劇は常に発展し続ける
ものであり , 建築は何年も何十年もそこに在り続けるものである .  これまでの劇場は演劇という演目の視点から
見ると , 建築がその表現を制限してしまっている .  演劇のための劇場はもっとおおらかな存在であるべきだと考
えた .  それが演じる場の起源である , 何でもない原っぱや道端のイメージと重なり , 広場のような劇場を構想し
た .   この劇場がこの場所にできることによって , 演劇芸術を幅広く発信し , 演劇芸術の発展に貢献する .




　②屋外空間をつくること　　　　舞台や観客は閉じられた空間にある .  内部での出来事が外部に溢れ出すこと
　　　　　　　　　　　　　　　　で , 演劇芸術に興味を持ってもらう一歩となる .
　③広場のような場所であること　劇場に興味があって訪れる人だけではない . この街はショッピングや学校 ,　
　　　　　　　　　　　　　　　   仕事など様々な理由でたくさんの人が訪れる . そうした人々のオアシスであ
　　　　　　　　　　　　　　　　ることが , この劇場のひとつの価値となる .
■謝辞　　　デザインスタジオ 11 にてご指導いただいた坂本一成先生 , そして主査の大江新教授 , 副査として
貴重なお時間を裂いてくださった富永譲教授 , 下吹越武人教授には大変お世話になりました .  また応援 , 協力し
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